
12 

 

 

 

 

 凡例     まちづくり団体やＮＰＯ等が主体となって行っている事業 

        市と他団体・企業等が協働で行っている事業 

 

Ⅰ「稼げるまち」の実現  

１．稼げる「人」を育む 

(１)若者チャレンジへの支援 

 
◆ 地元高校生による企業見学ツアーの実施  

 
地元企業などが若松の発展・にぎわいづくりに貢献することを目的として、令和４年８月に結

成した「若松あつまる会」の支援を受け、地元高校生の地元企業への就職につなげるため、企業見
学会を実施しています。 

【問い合わせ先】総務企画課 ℡280-5104 
 
 
◆ 地元中学生による洋上風力体験ツアーの実施  
 

令和８年３月より、国内最大の洋上風力発電所となる「北九州響灘洋上ウィンドファーム」の運
転が開始され、響灘沖に２５基の風力発電施設が設置されています。 
この機会を捉え、若松区の産業に対する地元中学生の関心を高めるため、風車および関連工場の
見学ツアーを実施し、未来を担う若者の人材育成を推進するとともに、将来的な人材育成の基盤
づくりと地元若松への誇りの醸成を図ります。 

【問い合わせ先】総務企画課 ℡280-5104 
 
 
◆ 子ども向けの仕事体験イベントの開催  

 
「若松まつり行事協賛会」が毎年開催する「若松みなと祭り」において、地元の企業・団体の協

力により、子ども向けの仕事体験イベントを開催し、子どもたちに地元の企業について知っても
らうとともに、将来の地元就職を考えるきっかけづくりを行っています。 

【問い合わせ先】総務企画課 ℡771-3559 
 
 

(２)性別にかかわらないキャリア形成の支援 

 
◆ ジェンダーの平等に向けた取組  
  

女性職員の活躍を推進するため、ワーク・ライフ・バランスの推進、職域拡大、昇任試験受験
喚起、各種研修の参加奨励等に取り組んでいます。 
 また、男女間の格差を改善し、持続的なジェンダー平等を実現するための研修や男性職員の育
児休業の取得促進などにも積極的に取り組んでいます。 

【問い合わせ先】総務企画課 ℡761-4045 

若松区のまちづくり 主な事業・取組 

協働 

地域 

協働 

地域 
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２．稼げる「産業」をつくる 

(１)成長の芽となる「未来産業」の振興 
 
◆ 北九州学術研究都市の整備  

 
北九州学術研究都市は、アジアの中核的な学術研究拠点及び新技術の開発や新産業の創出拠点

を目指し、平成１３年４月にオープンしました。現在では、北九州市立大学国際環境工学部、国際
環境工学研究科、九州工業大学大学院生命体工学研究科、早稲田大学大学院情報生産システム研究
科、福岡大学大学院工学研究科や研究機関が一つのキャンパスに集積しています。 

（公財）北九州産業学術推進機構【FAIS】では、地域に集積する大学・研究機関と産業界とのコ
ーディネートを行い、産学連携による半導体、次世代自動車、宇宙産業、ロボットをはじめ様々な
分野における新技術の開発や新産業の創出を推進しているほか、アジアを中心とした海外の大学
との交流・連携や留学生の支援など、グローバルな視点で教育・研究活動の支援を行っています。 

  これら学術研究機関の集積と合わせて、周辺の自然環境や都市環境を活かした良好なまちづく
りに取り組んできました。 

  土地区画整理事業による基盤整備は平成３０年度に完了し、小学校や市民センター等が新設さ
れ住環境が整ったことで、現在約１万２千人がこの地区に移り住み新しい生活を始めています。 
また、若松区西部における消防・救急体制の強化を図るため、平成３０年７月には、若松消防署

ひびきの分署が開設されました。 
令和７年２月には、学術研究都市の新たなビジョンとして「Ｇ-ＣＩＴＹ戦略（新・北九州学術

研究都市戦略）」を策定しました。大学の「知」と先端産業が融合し、新たなイノベーションが連
続して生まれる街を目指し、「稼げる」「つながる」「集まる」「魅力あふれる」「世界を巻き込む」
の５つの視点で、学術研究都市を強力にアップデートしていきます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【問い合わせ先】 
『学術研究都市』産業経済局未来産業推進課    ℡582-2905 
『土地区画整理事業』都市戦略局都市再生課    ℡582-2502 
『消防分署整備』消防局総務課          ℡582-3802 

協働 
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(２)「北九州グリーンインパクト」の推進 

 

◆ 再生可能エネルギーや水素拠点化を通じた市内企業の成長と産業集積  
 

市内の温室効果ガス排出量の約６割を占める産業部門の脱炭素化
と国際競争力の強化を図るため、グリーン産業の創出に向けて高い
ポテンシャルを有する響灘地区を中心として、洋上風力発電等の再
生可能エネルギーの更なる集積や地産地消、カーボンニュートラル
燃料である水素の供給・利活用拠点化などに取り組み、環境と経済
の好循環による 2050 年ゼロカーボンシティの実現を目指します。 

 
詳細：次世代エネルギーパークホームページ 

→ http://www.kitaq-ecotown.com/enepa/ 
福岡県水素拠点化推進協議会 

→ https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/002_00034.html 
【問い合わせ先】環境局グリーン成長推進課      ℡582-2286 

環境局再生可能エネルギー導入推進課 ℡582-2238 
 
 
◆ 北九州トライアングルモデル 第 1弾始動！リユースパネル 設置完了！  
 

北九州市は、今後の発生が懸念されている「太陽光パネルの大量廃棄問題」を解決するため、リ
ユースパネルの導入に積極的に取り組んでおり、令和６年１１月に、再エネ導入と資源循環の課
題を一挙に解決する『全国初』のモデル「北九州トライアングルモデル」の構想を発表しました。
この度、その第 1 弾として、若松市民会館へのリユースパネルの設置が完了し、令和８年４月よ
り発電事業を開始しました。 

 
【問い合わせ先】環境局グリーン成長推進課      ℡582-2286 

環境局再生可能エネルギー導入推進課 ℡582-2238 

 
 
◆ 北九州エコタウンを中心としたサーキュラーエコノミーの推進による 

企業の競争力強化と新たな環境産業の集積 
 

 資源の効率的・循環的な利用とリサイクル産業の一層の集積を図るため、
日本最大級の集積を誇る北九州エコタウンでの太陽光発電パネル・車載用
蓄電池などの新たなリサイクル事業の創出を図ります。また、市内で消費
された様々なものが、エコタウンで再資源化され、ものづくりや市民生活
に活かされる「地消・地循環」に取り組むなど、サーキュラーエコノミーを
体現する都市（サーキュラーシティ）を実現します。 

詳細：北九州エコタウン事業 → https://www.kitaq-ecotown.com/ 
【問い合わせ先】 

環境局サーキュラーエコノミー推進課 ℡582-2630 
 
 
 

協働 

http://www.kitaq-ecotown.com/enepa/
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/002_00034.html
https://www.kitaq-ecotown.com/
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◆ グリーンエネルギーポートひびき事業  
 
北九州市では、響灘地区において、充実した港湾インフラや広大な産業用地を活用し、風力発電

をはじめとしたエネルギー関連産業の集積を図る「グリーンエネルギーポートひびき」事業に取
り組んでいます。 

この事業は、風車の「積出・建設」、「部品の物流」、「運用管理・メンテナンス」、「製造など関連
産業の集積」といった４つの拠点機能を有する風力発電関連産業の「総合拠点」を形成するもので
す。 

拠点の中核となる、風車の積出し機能を担う「基地港湾」は、国と市が一体となって整備を進め、
令和６年１０月に供用開始されました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

響灘の洋上では、平成 28 年に、改正港湾法の第一号案件として公募した、ウインドファーム事
業の選定事業者である「ひびきウインドエナジー㈱」が建設を進め、令和８年３月２日に商用運転
を開始しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

詳細：北九州市ホームページ「グリーンエネルギーポートひびき事業」 

→ https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kou-ku/30300033.html 

【問い合わせ先】港湾空港局洋上風力拠点化推進課 ℡582-2994 

 

協働 

総合拠点のイメージ 

ひびきウインドエナジー㈱提供 

 

北九州響灘洋上ウインドファーム事業 

基地港湾（令和 6 年 10 月供用開始） 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kou-ku/30300033.html
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◆ 響灘東地区処分場整備事業  
   

現在、市民生活・市内企業の活動に伴い発生する廃棄物は、響灘西地区の処分場で受け入れてい
ますが、受入のための空き容量が少なくなっており、新たな処分場の整備が必要になっているた
め、響灘東地区（響町二丁目地先）に、新たな海面処分場を整備しています。 

処分場の面積は廃棄物処分場が約２２ｈａ、航路・泊地の浚渫土砂を受け入れる土砂処分場が
約１６ｈａの合計約３８ｈａで、令和１３年度の完成を予定しています。 

  【問い合わせ先】港湾空港局整備課 ℡321-5975 
 
 
 

Ⅱ「彩りあるまち」の実現  

１．彩りある「空間」をつくる 

(１)都市の魅力を高める「街並み」づくり 

 
◆ おもてなしの道づくり  

 
若松区への来訪者が多い国道４９５号において、来訪者への

おもてなし等を目的に、若戸トンネル付近に花苗の植栽を行っ
ています。 

 
 
 
 

                                         

     【問い合わせ先】まちづくり整備課 ℡761-5326 

 
 
◆ 中央分離帯の防草対策  

 
雑草が生い茂った中央分離帯に防草対策を兼ねた舗装を施し、交通安全の確保と景観維持に取

り組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
【問い合わせ先】まちづくり整備課 ℡761-5326 

 
 

 

若戸トンネル付近花壇 


